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＊できるようになることの喜びに触れて思うこと＊

先日、体制補充を兼ねて幼児プールに入らせていただく機会がありました。元々

現場にいた時から子ども達とプールに入ることが大好きだったので、いつも事務仕

事ばかりなのでリフレッシュとばかりに思いっ切り楽しませていただきました！そ

の中で、いつもと違う人と入るということでかっこいいところを見せたいと思った

のか、何人かの子達が今までできなかったことにチャレンジして「見てて！できた

よ！！」という瞬間に立ち会うことができました！保育士が最もやりがいを感じる

場面でしょうね。本当に嬉しい瞬間です。「できたね～！やったじゃん！嬉しいね

～！」とハイタッチをしたり頭を撫でたり。子ども達と心がピタッと繋がった感覚

を感じられて最幸でした！すかさず「見て見て！○○ちゃんできたよ！」と共感の

輪を広げます。そうすることで本人はもっと嬉しくなり、嬉しい気持ちが周りにも

波及して「こっちも見てて！」と他の子もチャレンジしだしたり。このように、個

は個として尊重されつつ、集団で高まり合う保育を大切にしたいと思っています。

子ども達にとって（大人にとっても）、できるようになることはとても大きな喜

びです。その瞬間を共感してくれる大好きな大人や友達が傍にいることって幸せで

すよね。ただ、このような場面で気を付けたいのは、大人はついつい結果や能力の

みを褒めてしまいがちという点です。例えば、「100点とれたなんてすごいね！天才

じゃない?!」と結果を褒めたとします。その後どうなるかというと、確実に高得点

を取れる課題にしかチャレンジしなくなっていくのです。大人の評価を気にして、

「失敗したら期待を裏切ってしまう」という心理も働くようです。反対に、「100点

とれたなんてすごいね！それだけ努力してがんばってきたんだね！えらかった

ね！」と、その結果に至る過程を褒めることで、「次もがんばってチャレンジして

みよう！」という意欲に繋がるようになります。このことは様々な研究から明らか

になっています。子ども達は生来「色々できるようになりたい！」という強い意欲

を持っています。それが発達の原動力です。それを大人の「できるからいい」「で

きないからだめ」という評価的価値観で阻害することなく、「できるようになるた

めにがんばっている」過程をしっかり見つめ、できるようになった瞬間の喜びに

「できるようになって嬉しいね！」と思いっ切り共感することを大切に、今しかな

い子ども達とのかけがえのない時間を共に過ごしていきたいと思っています。
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1幼児教育ージ

<９月の予定>※状況により変更あり。

1日（木） 引き取り訓練

2日（金） プール終い 造形

3日（土） 卒園児の集い

9日（金） 老人ホーム訪問

13日（火） きぬたん（園庭遊び）

星のおうち懇談会

14日（水） 月のおうち懇談会

15日（木） 太陽のおうち懇談会

きぬたん（モグモグ離乳食）

16日（金） 造形

20日（火） 異文化交流

21日（水） 赤ちゃん広場

22日（木） 誕生会 わらべうた（幼児）

29日（木） げんき学習会

30日（金） 造形

乳児医療証移し替え

<８月の予定>※状況により変更あり。

1日（月）らいおん午後プールスタート

3日（水） きぬたん（水遊び）

17日（水） 避難訓練

24日（水） 誕生会

〈「乳幼児期の性のおはなし」お裾分け〉

7月28日（木）にきりんほけんしつの花田

満乃さんを講師にお招きし、「乳幼児期の

性のおはなし～自分も周りの人も大切にで

きる子に！～」というテーマの学習会を開

きました。今、世界では「包括的セクシュ

アリティ教育」というものが主流となって

おり、簡単に言うと「人権重視の性教育」

ということでした。

新鮮だったのが、子どもが性器を触るこ

とについて、性器は自分のものなので触る

のはかまわないとのこと。ひとりの空間で、

強過ぎず清潔な手で触ることや、大人に

なってからも使うので大切に扱うことを伝

えてあげることが大切ということでした。

昔は「性器いじり」という表現でしたが、

「性器タッチ」と言うようになっていると

のことです。性に正しい知識を持ってポジ

ティブに捉えられるように、表現に気を付

けたり、変に照れたり笑いのネタにしない

ことが大切とのこと。

また、「ジェンダー」についてのお話で

「力が強くてさすが男の子だね！」と伝え

ることで、「男は強くあるべき」「女のよ

うになるな」等の裏メッセージを感じてし

まう子もいるとのこと。「自分はそうはな

れない…」と、人知れず自尊心が傷ついて

しまうことも。大切なのは「その子らし

さ」であり、性に関係なく一人ひとりを認

めること。最近では「LGBTQ+」でなく、

「SOGIE（ソジ―）」という概念が普及し

てきていて、区別するのでなく「個人」を

認め合う価値観を大切にしようということ。

砧保育園の価値観とも合致し、有意義な学

びの場となりました！

〈小学生育児体験、高校生大学生ボラン

ティアのお知らせ〉

夏休みの期間、学生が育児体験やボラン

ティアとして砧保育園に来てくれることと

なっています。感染症へのご不安等あるか

と思いますが、貴重な機会として受け入れ

ていきたいと考えております。体調管理等

気を付けながら受け入れていきますので、

ご理解の程どうぞよろしくお願いいたしま

す。


